３　条里地割

田　　令
　１筆地割に特に注目し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(でんりよう),田令)の規定する１２歩×３０歩以下、色紙型（半折型）と呼ぶ地割以外に、６歩×６０歩以下短冊型（長地型）と呼ぶの２種類の形態のあることを最初に指摘したのは米倉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（12）),二郎)であった。氏はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はおり),半折)型を基本型とし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ながち),長地)型をその後の変形としたが、森本六爾、竹内理三のように長地型を基本型とする者もある。


　基本型を２つにしぼると、そのいずれが先行したか、これまでの論議の焦点となってきた。長地型先行説を出したのは森本EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（13）),六爾)、考古学の立場から、古墳時代においては牛馬が盛んに農耕に用いられ、鉄器の普及もあって古墳時代（３世紀末～７世紀初頭）の後期にはカラスキによる水田耕作が一般化したので、耕地は長地型をとるに至ったと解した。


　竹内EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（14）),理三)もこの考えに立ち、さらに史料や古地図の上から長地型がミヤケの周辺に多い事実を指摘して、大和国家の形成による長地型の進展を説いた。


　半折型先行説は米倉二郎の主張で、吉田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（15）),敬市)もこの考えを支持している。この主張の根拠は田令第９の規定にあり、また長地型の出現は大化改新当時、人力による耕作であったものが、後年牛馬耕の導入で、能率のよい長地型に変化したと解した。石母EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（16）),田正)は地割の形状と生産技術との簡単な対応に疑問を投じ、当時牛馬のごとき進んだ耕作手段は貴族の所有であったとした。以上のほか、独自の立場に立つ谷岡EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（17）),武雄)の研究がある。谷岡は文献資料を重視するとともに、第１に自然条件、殊に微地形のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いかん),如何)が問題となる。第２に人間の技術的労働条件である。第３に持続性の問題を考慮されるべきであると主張して、手堅い研究を行っている。


　先述した諸説の当否は、筆者の卑力にてはとうてい決し難いので、以下平野の開発の章で若干の問題を提起することにしたい。
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